
                 栗橋國際カントリー倶楽部 

          令和６年度 理事会 議事録 
 
１．開催日時    令和６年３月３日（日） ｐｍ１：１０～ｐｍ２：００ 
 
２．出席者 
    理事長   塚田  進    キャプテン  石井 宏 
    理 事   日下部 武一  木戸 外司  坂根 英一  髙橋 儀友 
  以上６名出席      事務局  森田 安田 
 
３． 塚田理事長挨拶の後、理事会に入った。 

 
４．議案審議に入る前、事務局から報告が３点あった。 
  （１）分科委員の活動結果 
     令和５年度の活動は、分科委員２９名全員が２/３以上の出席率を満たし、年会費免除になるこ

とを報告した。 
（２）関東倶楽部対抗について 

     令和６年度の予選会は、５月１４日（火）にスプリングフィルズゴルフクラブにて開催されるこ

とを報告した。 
  （３）競技日程 
     令和６年度の競技日程については、例年通りの予定にて進めていくことを報告した。 
 
５．報告の後、議案審議に入った。 
  （１）倶楽部選手権の決勝、準決勝のホール数短縮について 
     木戸理事より、ここ数年の猛暑などを考慮して、従来の決勝 36 ホール、準決勝 27 ホールのマ

ッチプレーのホール数を、決勝 27 ホール、準決勝 18 ホールへ短縮して開催してはどうかとの

意見があり、審議した結果、選手からの希望があれば休憩を取ることが可能であり、競技委員も

前半後半で交代するなどの対応が可能なことから、従来通りの決勝 36 ホール、準決勝 27 ホー

ルを維持することとなった。 
  
（２）懇親会について 
   懇親会についての話が出て、総務委員会で決めることとした。 
        

６．石井キャプテン挨拶の後、理事会を終了した。 
以上 


